感傷と して 踏み こえて、 別の、 子供 を もてる 男の ひと 

を さがして ゆく のが 自然な 心の 流れ かた だとい うの だ 

) ) ^ o 

ろう 力 

もし 人の 心が いつもそう ゆく ものなら ば、 物事 はむ 

しろ 簡単 だろうと 思う。 ところが、 そうは 行かない こ 

とも ある。 子供が 持てない とわ かって、 しかも 互の 愛 

着 は 深ま さって、 美しい 人生 を 社会の ために 何 か 別の 

形で 提供して 行きたい と 願う 心で、 離れが たい 場合 も 

起ろう。 そのと きその 一組の 男女の 生活の 健全な ささ 

え は、 どこに 見出され るだろう。 人間と しての 理解と 

協力の よろこびが 持てなくて は、 その 生活 はなり たた 



た 二つの ものであって、 ある 人と 結婚して もよ いとい 

う 気持 と、 在来の 家庭の 形態 の 中で 女性が 強いられて 

行かなければ ならない もの を そのまま 承引し かねる 気 

持と は、 若い 向上 欲の ある 女性の 感情 を 苦しい 分裂と 

不決定に 置きが ちで ある。 

その 一 つであって 二つに わかれた ものの ように ある 

重い 条件 を ひっくるめて、 私たち は 自分の 生活と して 

持って、 毎日の 生活の 中で、 外ならぬ 自分た ち 二人で 

それ を 最善に 向かって 改善して ゆく しかない。 若い 世 

代の 結婚 や 家庭 の 持ち かたに 見出されるべき 新しい 価 

fi が あると すれば、 それ は そのよう にして 自分た ちで 



なおさず 母 だとい うこと は、 何と 面白い ことだろう。 

女性 は 母で あると いう 事実が 一 人 一 人の 女性に しんか 

ら 実感 されるならば、 女性が ， J の 社会 に 働き かけて ゆ 

く活潑 さは、 もっとも つと 横溢 的であって いいと 思う。 

きょうの 若い 女性た ちが、 明日 は 立派な 乳房と つよ 

い 腕と 年毎に 智慧の 深まる し つ かり 優しい まなざし を 

持つ 母た ちであろう とするならば、 それらの 女性が 自 

分た ちと その子の ために、 社会に 必要な あらゆる 施設 

を、 それが 住宅と 産院で あるに しろ、 托児所 や 子供 公 

園で あるに しろ、 食堂で あり、 洗濯 所で あるに しろ、 

自分た ち 女性の もの、 つまり は 息子 や 娘た ちの ものと 
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